
資
料
紹
介　

宜
野
湾
御
殿
関
係
資
料
に
つ
い
て

田
口
　
恵 

伊
良
波
賢
弥

は
じ
め
に

宜
野
湾
御
殿
（
ジ
ノ
ー
ン
ウ
ド
ゥ
ン
）
は
、
琉
球
最
後
の
国
王
尚
泰
の
次

男
で
あ
る
尚
寅
（
宜
野
湾
王
子
朝
廣
）
を
始
祖
（
タ
チ
ク
チ
）
と
す
る
王
族
（
近

代
で
は
華
族
）
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
、嫡
流
の
尚
邦
男
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

資
料
の
閲
覧
と
複
写
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
二
〇
二
三
年
に
は
尚

邦
男
氏
の
母
・
尚
静
子
氏
に
お
話
を
う
か
が
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
本
稿

で
は
、全
資
料
の
概
略
と
、宜
野
湾
御
殿
の
沿
革
を
知
る
上
で
特
に
重
要
な
「
記

録
」
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

一
、
宜
野
湾
御
殿
資
料
の
概
要

今
回
の
閲
覧
、
複
写
し
た
宜
野
湾
御
殿
関
係
資
料
は
以
下
の
十
二
点
で
あ

る
【
表
１
】
12
頁
。

①
宜
野
湾
御
殿
に
関
す
る
記
録

１
「
記
録
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
た
め
省
略
す
る
。

２　

昭
和
二
十
年
二
月
十
五
日
に
は
尚
琳
、
妻
ツ
ル
は
熊
本
県
へ
疎
開
す
る
。

そ
の
疎
開
前
後
の
尚
琳
家
に
か
か
る
財
産
の
収
支
を
ま
と
め
て
記
録
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

②
予
算
に
関
す
る
記
録

３
～
５　

明
治
三
九
年
か
ら
四
三
年
「
歳
入
出
予
算
書
」
は
、
尚
琳
男
爵
家

の
家
計
状
況
が
年
サ
イ
ク
ル
で
確
認
で
き
る
。

６　

昭
和
七
年
の
会
計
係
に
よ
る
受
払
帳
簿
。
こ
れ
も
３
～
５
と
同
様
に
家

計
状
況
が
確
認
で
き
る
。

７　

昭
和
八
年
に
日
本
勧
業
銀
行
よ
り
借
入
金
に
関
す
る
書
類
。

８  

昭
和
十
四
年
か
ら
十
九
年
に
か
か
る
尚
琳
家
の
金
禄
公
債
お
よ
び
資
産
台

帳
。

③
財
産
に
関
す
る
証
券
通
帳
関
係

９
～
11　

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
尚
琳
及
び
尚
義
清
家
が
当
家
の
財
産
と

し
て
受
け
継
い
で
き
た
金
券
証
書
類
で
あ
る
。

④
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
図
面

　
　

後
述
す
る
た
め
省
略
す
る
。

　二
、「
記
録
」
の
概
要

宜
野
湾
御
殿
の
「
記
録
」
は
、
初
代
当
主
の
尚
寅
（
一
八
六
六
年
生
～

一
九
〇
五
年
没
）、
二
代
目
の
尚
琳
（
一
八
九
一
年
生
～
一
九
六
三
年
没
）、

三
代
目
の
尚
義
清
（
一
九
二
二
年
生
～
二
〇
〇
一
年
没
）
の
経
歴
が
時
系
列

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
尚
寅
の
子
守
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役
で
あ
る
豊
見
山
安
春
の
任
職
か
ら
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
尚
琳
と

妻
の
ツ
ル
の
熊
本
県
へ
の
疎
開
ま
で
の
約
七
七
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

宜
野
湾
御
殿
の
家
の
歴
史
を
書
き
記
し
た
も
の
に
、『
宜
野
湾
御
殿
の
墓
及

び
墓
域
修
理
工
事
報
告
書
』
が
あ
る
（
注
１
）。
こ
れ
は
、
宜
野
湾
御
殿
の
墓
が
那

覇
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
に
真
栄
平
房
敬
氏
が
ま
と
め
た
も
の
で
「
家

譜
（
稿
本
）」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
真
栄
平
氏
の
「
家
譜
（
稿
本
）」
は
、

今
回
取
り
上
げ
る
「
記
録
」
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
二
点
の
資
料
か

ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
点
は
、
当
該
資
料
の
「
記
録
」
と

も
う
一
点
は
、
東
恩
納
寛
惇
が
『
尚
泰
侯
実
録
』
を
編
纂
す
る
た
め
に
諸
書

か
ら
書
き
抜
い
た
「
史
料
稿
本
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
真
栄
平
氏
は
引
用
し

て
「
家
譜
（
稿
本
）」
を
作
成
し
た
。

で
は
、
そ
の
「
記
録
」
の
内
容
を
確
認
す
る
と
以
下
四
項
目
が
中
心
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
め
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
主
で
あ
る
尚
寅
、
尚
琳
、
尚
義
清

の
経
歴
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、「
明
治
元
年
辰
二
月
朔
日
、
思
樽
金
王
子
御
屋
嘉
豊
見
山
親
雲

上
に
仰
せ
つ
け
の
事
」
に
始
ま
る
家
政
職
の
事
項
で
あ
る
。
そ
の
任
職
お
よ

び
退
職
を
記
述
し
て
い
る
。

三
つ
め
は
、
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
の
変
遷
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
宜
野

湾
御
殿
の
邸
宅
は
首
里
の
桃
原
→
赤
平
→
当
蔵
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
ま
た

当
蔵
の
邸
宅
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
に
行
わ
れ
た
邸
宅
の
修
築
工
事
と

祝
宴
の
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

四
つ
め
は
、
宜
野
湾
御
殿
の
土
地
財
産
所
得
と
売
買
状
況
で
あ
る
。
そ
の

土
地
は
邸
宅
を
含
め
小
作
地
な
ど
の
所
有
状
況
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

今
回
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。

以
下
、
三
項
目
を
中
心
に
三
、「
当
主
の
経
歴
と
家
政
職
の
任
職
及
び
『
記

録
』
の
記
述
時
期
」（
田
口
）、
四
「
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
の
変
遷
」（
伊
良
波
）

が
述
べ
る
。

三
、
当
主
の
経
歴
と
家
政
職
の
任
職
及
び
「
記
録
」
の

記
述
時
期

「
記
録
」
の
記
述
は
、
当
主
の
経
歴
と
家
政
職
の
任
職
が
中
心
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
当
主
の
経
歴
と
家
政
職
の
任
職
日
付
と
役
職
名
及
び
人
名
を

表
に
し
て
み
た
【
表
２
】
13
・
14
頁
。
た
だ
し
、「
記
録
」
は
、
明
治
一
九
年

か
ら
二
三
年
は
書
面
紛
失
と
明
治
三
九
年
か
ら
大
正
四
年
で
は
別
冊
記
録
と

あ
り
一
部
不
明
の
期
間
が
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
表
か
ら
み
え
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
主
た
ち

の
経
歴
で
あ
る
。
初
代
の
尚
寅
は
明
治
十
年
に
宜
野
湾
地
頭
職
の
任
職
、
明

治
十
二
年
の
廃
藩
置
県
を
う
け
て
尚
泰
に
伴
い
東
京
へ
随
行
。
明
治
二
九
年

に
華
族
に
列
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
年
に
は
、
宮
内
省
よ
り
整
理

公
債
と
し
て
七
千
円
を
御
下
賜
さ
れ
る
。
明
治
三
四
年
の
尚
泰
薨
去
に
よ
り
、

東
京
よ
り
帰
省
。
首
里
赤
平
に
閑
居
。
明
治
三
八
年
に
逝
去
。
従
四
位
と
な
る
。

二
代
目
の
尚
琳
は
明
治
三
八
年
の
尚
寅
死
去
に
際
し
家
督
と
爵
位
を
相
続
。

大
正
十
年
の
首
里
市
議
会
上
院
議
員
の
当
選
。
大
正
十
二
年
に
は
、
尚
昌
薨

二



御
の
た
め
ご
上
京
。
昭
和
十
七
年
に
は
、
従
三
位
に
列
せ
ら
れ
る
。

三
代
目
の
尚
義
清
は
、
大
正
十
一
年
の
出
生
の
記
録
。
昭
和
十
八
年
の
婚

姻
及
び
学
徒
入
営
な
ど
の
記
録
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
正
確
に
い

え
ば
義
清
は
ま
だ
家
督
を
継
い
で
い
な
い
。

次
に
い
え
る
こ
と
は
家
政
職
の
変
遷
で
あ
る
。

明
治
元
年
の
尚
寅
の
初
代
の
御
屋
嘉
（
子
守
役
）
で
あ
る
豊
見
山
安
春
か

ら
始
ま
り
そ
の
後
、
明
治
三
年
に
尚
寅
の
お
側
遣
と
し
て
上
間
里
之
子
正
蕃

に
任
命
さ
れ
る
。
明
治
八
年
に
尚
寅
は
、
宜
野
湾
間
切
の
総
地
頭
職
及
び
知

行
高
三
〇
〇
石
を
付
与
さ
れ
た
（
注
２
）。
そ
の
こ
と
に
よ
り
御
物
大
親
の
譜
久
村

安
品
、
大
親
筆
者
二
名
、
庫
理
役
人
一
名
、
同
仮
役
一
名
、
勘
定
人
二
名
が

尚
寅
に
就
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
昭
和
十
九
年
の
尚
琳
家
に
お
け
る

宮
里
マ
カ
ト
の
退
職
ま
で
家
政
職
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
家
政
職
の
変
遷
で
い
え
る
こ
と
は
そ
の
名
称
で
あ
る
。
明
治
元
年
の

尚
寅
の
「
御
屋
嘉
（
オ
ヤ
カ
ー
）」、明
治
三
年
「
御
側
遣
」、明
治
十
二
年
「
大

親
」
と
い
っ
た
近
世
琉
球
国
に
お
け
る
御
殿
家
の
家
政
職
の
名
称
が
大
正
九

年
に
は
「
給
仕
」「
事
務
員
」
と
い
っ
た
近
代
の
家
政
職
の
名
称
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尚
王
家
が
華
族
尚
家
へ
と
変
化
し
て
い
く
状
況
が
家

政
職
の
変
遷
を
追
う
こ
う
で
確
認
で
き
て
い
る
（
注
３
）。
同
じ
く
宜
野
湾
御
殿
に

お
い
て
も
男
爵
家
に
変
遷
し
て
い
く
こ
と
が
家
職
名
に
よ
り
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、尚
本
家
に
お
い
て
は
、財
政
ひ
っ
迫
に
よ
り
本
家
の
「
御
改
革
」

が
行
わ
れ
、そ
れ
に
伴
い
家
政
職
の
減
員
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
際
の
「
御
改
革
」

に
は
職
員
の
職
務
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。

で
は
、
宜
野
湾
御
殿
に
お
け
る
家
政
職
の
職
員
規
定
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
大
正
八
年
に
御
本
手
方

加
勢
の
伊
志
嶺
朝
敦
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
る
（
以
下
そ
の
部
分
を
引
用
す

る
）。一

、
大
正
八
年
未
一
月
二
日
伊
志
嶺
朝
敦
死
去
に
付
、
御
香
奠
一
件
相
伺

候
処
、
先
づ
以
て
至
急
ヲ
要
シ
候
分
金
五
拾
円
丈
は
、
早
々
御
合
力
致
且
当

邸
家
職
は
何
れ
も
先
代
の
時
よ
り
数
十
年
勤
続
。
殊
に
方
今
の
時
勢
に
従
ひ

死
亡
給
与
退
隠
料
等
も
適
宜
方
法
を
講
じ
規
定
に
致
可
と
存
候
間
、
官
庁
又

は
尚
侯
爵
邸
家
職
御
取
扱
の
例
規
等
聞
合
申
上
候
様
仰
下
候
事
。

一
、
同
年
四
月
某
日
、
右
に
付
、
首
里
市
役
所
吏
員
退
隠
料
死
亡
給
与
の

規
定
、
侯
爵
邸
職
員
御
取
扱
の
次
第
等
聞
合
申
上
候
処
、
夫
々
御
参
考
被
遊
、

当
家
に
於
て
も
爾
後
退
職
又
は
死
亡
の
方
は
其
時
の
月
給
半
額
を
勤
年
数
に

掛
け
計
算
し
給
与
致
候
方
に
規
則
相
定
候
様
尤
も
伊
志
嶺
は
幼
年
よ
り
介
守

の
情
状
特
別
に
候
間
、
右
規
定
に
拘
ら
ず
尚
、
金
弐
百
円
を
給
じ
先
月
の
合

力
金
五
拾
円
に
合
算
。
都
合
弐
百
五
拾
円
被
成
下
候
段
仰
被
下
候
事
。

（
註
）
当
主
尚
琳
の
伝
育
者
と
し
て
功
あ
る
伊
志
嶺
朝
敦
の
死
去
に
際
し
是

迄
の
死
亡
退
職
給
与
規
定
が
余
り
に
旧
式
で
時
代
に
適
せ
ず
、
功
労
あ
る
者

に
酬
ゆ
る
道
で
な
い
事
が
具
体
的
に
立
証
さ
れ
た
の
で
、
当
主
は
早
速
尚
侯

爵
家
や
市
役
所
の
規
定
を
参
照
し
て
此
規
定
を
作
る
様
に
命
じ
今
日
の
規
定

が
出
来
上
っ
た
わ
け
で
あ
る
。（
引
用
は
、旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
た
。ま
た
、

句
読
点
も
適
宜
付
し
た
。
以
下
同
）

語
注
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
家
政
職
員
に
対
す
る
死
亡
退
職
金
規
定
が
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旧
式
で
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
に
そ
の
規
定
を
改
め
た
と
し
、
そ
れ
は
尚

侯
爵
家
や
首
里
市
役
所
を
参
考
に
作
成
し
た
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
家
政
職
の
待
遇
が
悪
か
っ
た
た
め
に
そ
れ
を
改
善

す
る
た
め
に
規
定
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
伊
志
嶺
に
対
し
て
は
幼
年

よ
り
当
家
に
功
績
が
あ
っ
た
た
め
、
規
定
に
依
ら
ず
給
付
金
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
大
正
十
一
年
に
は
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
な
職
員
待
遇
規
定
が

成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

職
員
待
遇
規
定
現
在

一
、
家
扶　

壱
名

一
、
家
従　

弐
名

　
　

家
従
以
上
を
重
役
と
す

　
　
　

重
役
ノ
職
務
ニ
関
ス
ル
規
定

　
　

重
役
ハ
担
当
事
務
ノ
外
当
家
ノ
重
要
会
議
ニ
列
席
シ
且
ツ
重
役
二
人

　
　

以
上
ノ
発
議
ニ
ヨ
リ
重
要
会
議
ヲ
起
ス
事
ヲ
得

　
　
　

重
役
ノ
待
遇
ニ
関
ス
ル
規
定

　
　

重
役
ハ
当
家
ノ
祭
事
（
清
明
祭
、
美
紙
、
盆
祭
）
ニ
拝
礼
シ
又

　
　

当
家
ノ
内
祝
ノ
小
宴
ニ
主
人
同
座
列
席
ス
ル
事
ヲ
得

　
　
　

事
務
員
職
務
に
関
ス
ル
規
定

一
、
事
務
員　

四
名

　
　
　

内
会
計
見
習
員　

壱
名　

庶
務　

参
名

　
　
　

事
務
員
職
務
ニ
関
ス
ル
規
定

　
　

各
自
担
当
事
務
ヲ
司
ド
ル
ヲ
以
テ
職
務
ト
ス

　
　
　

事
務
員
待
遇
ニ
関
ス
ル
規
定

　
　

事
務
員
ハ
当
家
ノ
祭
事
（
清
明
祭
、
美
紙
、
盆
祭
）
ニ
拝
礼

　
　

シ
又
当
家
ノ
内
祝
ノ
小
宴
ニ
ハ
主
人
別
座
ニ
テ
酒
宴
ヲ
行
フ

　
　
　
　

以
上

　
　

大
正
十
一
年
十
一
月
十
日

こ
の
規
定
か
ら
み
え
る
こ
と
は
、
家
扶
や
家
従
を
重
役
と
す
る
役
職
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
。
か
つ
、
当
家
の
重
要
会
議
に
出
席
、
発
言
を
認
め
ら

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
家
の
祭
事
で
あ
る
清
明
祭
、
美
紙
（
ウ
ン
チ
ャ
ビ
・
彼

岸
の
こ
と
）、
お
盆
に
拝
礼
を
行
え
る
こ
と
。
当
家
の
小
宴
に
主
人
と
同
席
で

き
る
こ
と
と
い
っ
た
祭
事
の
際
の
列
席
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
職
員
規
定
は
、
具
体
的
な
給
与
や
待
遇
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、

家
の
会
議
や
祭
事
拝
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
重
役
で
あ
る
家
扶
や

家
従
は
家
に
対
す
る
意
見
が
発
言
で
き
る
位
置
に
い
た
。

宜
野
湾
御
殿
で
は
、
こ
れ
ら
の
職
員
規
定
か
ら
家
政
職
員
に
対
し
実
質
的

な
待
遇
面
を
含
め
て
丁
重
な
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
「
記
録
」
の
記
述
時
期

で
は
、こ
の
「
記
録
」
の
記
述
が
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

「
記
録
」
の
表
紙
に
は
中
央
に
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
、
左
端
下
に
は
「
尚
琳
家
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
尚
琳
の
時
代
に
こ
の
「
記
録
」
が
で
き
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
れ
以
外
に
も
「
記
録
」
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
の

四



語
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

尚
寅
の
事
項
で
あ
る
「
宜
野
湾
間
切
惣
地
頭
職
并
知
行
高
三
百
石
尚
氏

思
樽
金
王
子
朝
廣
へ
給
事
」
の
語
註
と
し
て
「
御ウ

マ
ギ
リ
間
切
」
は
、「
領
地
」。

「
御ゴ

チ
ギ
ョ
ウ

知
行
」
は
「
禄
高
」。「
宜
野
湾
間
切
」
は
「
今
日
の
宜
野
湾
村
」
と
し
て

い
る
。

こ
の
記
述
か
ら
同
時
代
に
筆
者
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
期
間

の
時
が
経
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
こ
の
語
註
か
ら
「
記
録
」
の
記
述
時
期
が
限
定
で
き
る
。
そ
れ
は

「
明
治
十
八
年
酉
六
月
朔
日
に
御
本
手
御
物
構
加
勢
の
山
里
子
に
仰
付
候
事
」

の
註
に
よ
る
。
そ
れ
に
は
、「
山
里
子
（
現
在
の
家
扶
山
里
朝
由
の
事　

当
地

御ゴ
ホ
ン
テ
ゴ
モ
ツ
ガ
マ
ヘ

本
手
御
物
構
加
勢
と
称
し
会
計
の
下
役
に
入
る
）」
と
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
現
在
の
家
扶
で
あ
る
山
里
朝
由
の
任
職
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
任
職
は
、

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
退
職
が
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
記
述
期
間
が
限
定
で
き
る
。

四
、
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
の
変
遷

宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
三
月
七
日
に
国
王
尚

泰
か
ら
桃
原
の
屋
敷
地
を
下
賜
さ
れ
て
以
来
、
首
里
の
桃
原
→
赤
平
→
当
蔵

と
二
度
の
転
居
を
経
て
、
さ
ら
に
当
蔵
で
は
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に

改
築
が
行
わ
れ
た
。

「
記
録
」
の
う
ち
、
邸
宅
に
関
す
る
記
事
で
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
明

治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
首
里
役
所
に
提
出
さ
れ
た
「
所
有
地
届
」
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
記
述
か
ら
、
明
治
八
年
に
分
家
の
下
準
備
と
し
て
屋
敷
地
を
下

賜
さ
れ
た
後
、 

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
八
月
十
九
日
に
安
仁
屋
政
良
か
ら

も
別
の
土
地
を
購
入
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。【
史
料
Ⓐ
】

ま
た
、
明
治
八
年
に
下
賜
さ
れ
た
屋
敷
地
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
桃
原
村

の
屋
敷
を
、
尚
寅
の
弟
・
尚
順
（
松
山
王
子
朝
明
）
に
譲
渡
す
る
時
の
記
事

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
敷
は
尚
順
が
尚
泰
か
ら
「
拝
領
」
し
た
。「
申

二
月
七
日
」
と
あ
る
の
で
、
尚
順
の
「
拝
領
」
が
決
ま
っ
た
の
は
申
年
の
明

治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
桃
原
村
の

邸
宅
は
宮
平
親
雲
上
の
屋
敷
に
加
え
、
浦
添
御
殿
や
玉
川
御
殿
の
風
水
山
一

帯
の
土
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。【
史
料
Ⓑ
】

尚
順
へ
の
譲
渡
に
伴
い
、
宜
野
湾
御
殿
は
新
た
な
屋
敷
を
探
す
こ
と
に
な

り
、明
治
二
十
三（
一
八
九
〇
）年
、赤
平
村
の
内
間
親
方
か
ら
購
入
す
る
。
よ
っ

て
、
松
山
御
殿
に
実
際
に
譲
渡
さ
れ
た
の
は
、
赤
平
の
邸
宅
に
仮
移
転
す
る

明
治
二
十
三
年
八
月
十
三
日
以
降
に
な
る
。【
史
料
Ⓒ
】

ち
な
み
に
、
尚
順
は
桃
原
の
屋
敷
を
「
拝
領
」
す
る
も
、
住
み
始
め
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら

同
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
住
所
は
、大
中
一
（
中
城
御
殿
の
住
所
）
に
な
っ

て
い
る
（
注
４
）。
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
頃
の
真
子
と
の
結
婚
で
、
真
子

の
生
家
（
伊
是
名
殿
内
）
を
譲
り
受
け
る
に
至
っ
て
、
桃
原
に
松
山
御
殿
を

構
え
た
よ
う
だ
。
な
お
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、
尚
順
は
伊
是
名
殿
内
に
隣
接
す

る
湧
川
殿
内
の
屋
敷
も
買
い
入
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
湧
川
殿
内

ゆ
か
り
の
佐
司
笠
樋
川
も
松
山
御
殿
の
邸
内
に
含
ま
れ
た
。

一
方
、
赤
平
に
転
居
し
た
宜
野
湾
御
殿
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）

五



年
十
一
月
に
親
泊
子
か
ら
「
屋
敷
」
一
七
五
坪
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）

年
に
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
に
東
隣
す
る
小
那
覇
か
ら
「
屋
敷
畠
」
五
六
一
坪

と
「
郡
村
宅
地
（
普
通
の
宅
地
）」
二
〇
〇
坪
を
買
い
入
れ
て
拡
大
す
る
（「
記

録
」）。
尚
寅
は
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
の
尚
泰
の
薨
去
に
伴
い
、

東
京
の
尚
侯
爵
家
か
ら
帰
省
し
て
赤
平
に
閑
居
し
た
の
で
、
明
治
三
十
七
年

の
購
入
は
邸
宅
の
機
能
拡
充
の
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
六

年
八
月
七
日
（
旧
六
月
十
五
日
）
に
は
、「
國
場
様
」（
國
場
御
殿
。
尚
泰
の
姉
）

の
神
位
が
円
覚
寺
よ
り
移
徙
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
か
ら
宜
野
湾
御
殿

に
「
御
神
檀
［
壇
］（
グ
シ
ン
ダ
ン
）」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

赤
平
の
邸
宅
に
関
す
る
資
料
は
少
な
い
が
、
高
知
県
出
身
の
教
員
・
稲
垣

小
新
は
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
「
尚
寅
氏
の
邸
宅
」（
宜
野
湾
御
殿
）

の
様
子
に
つ
い
て
、「
有
名
な
る
庭
園
を
有
す
る
宏
壮
な
る
御
邸
」、「
自
然
の

丘
陵
を
取
り
い
れ
て
築
山
と
し
、
彼
の
地
特
産
の
巨
樹
珍
草
を
配
し
た
る
御

庭
」
な
ど
と
宜
野
湾
御
殿
の
庭
園
を
評
し
て
い
る
（
注 

５
）。
赤
平
へ
の
転
居
か
ら

十
二
年
の
間
に
作
庭
さ
れ
た
の
か
、
既
存
の
庭
園
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ

が
、
後
者
と
す
れ
ば
内
間
親
方
以
来
の
庭
園
と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
十
八
年
四
月
に
尚
琳
が
家
督
を
相
続
し
た
後
、
明
治
四
十
四

（
一
九
一
一
）
年
に
は
末
吉
に
あ
る
具
志
頭
御
殿
の
墓
を
購
入
し
、
尚
寅
の
洗

骨
に
あ
わ
せ
て
移
葬
す
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
、
赤
平
か
ら
当
蔵
の
伊
江
御
殿

の
屋
敷
に
移
転
す
る
（
注
６
）。
当
時
、
伊
江
御
殿
の
伊
江
朝
助
は
、
沖
縄
民
報
社

の
経
営
不
振
で
経
済
的
に
不
安
定
だ
っ
た
（
注
７
）。
伊
江
御
殿
へ
の
転
居
は
、
伊

江
御
殿
出
身
の
尚
寅
の
室
・
大
山
御
殿
の
意
志
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
（
注
８
）。

さ
て
、
当
蔵
の
邸
宅
の
資
料
に
は
、
鎌
倉
芳
太
郎
の
撮
影
し
た
写
真
数
点

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
新
た
に
邸
宅
の
「
図
面
」
が
確
認
さ
れ
た
【
図

版
１
】
15
頁
。「
図
面
」
は
戦
後
、
尚
琳
の
継
室
・
ツ
ル
の
記
憶
を
も
と
に
、

尚
義
清
・
静
子
氏
の
息
女
・
節
子
氏
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
静
子
氏

に
よ
る
と
、
作
成
の
契
機
は
伊
江
御
殿
出
身
の
伊
江
朝
雄
か
ら
の
依
頼
だ
っ

た
と
い
う
。
宜
野
湾
御
殿
（
旧
伊
江
御
殿
）
の
全
体
像
を
伝
え
る
唯
一
の
資

料
で
あ
り
、
現
存
す
る
古
写
真
と
あ
わ
せ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
の
邸
宅
は
昭
和
十
三
年
に
改
築
さ
れ
る
。「
記
録
」
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
建
物
は
三
五
〇
余
年
を
経
て
い
て
、「
風
通
シ
」
や
「
採
光
」
の

具
合
が
悪
く
、「
保
健
衛
生
上
不
適
当
」
だ
っ
た
た
め
改
築
し
た
と
い
う
。
こ

の
工
事
で
は
、
工
事
委
員
に
安
次
富
寛
容
、
工
事
顧
問
に
知
念
朝
正
、
大
工

統
領
に
玉
城
仁
王
（
仁
應
）
が
あ
た
っ
た
。
工
事
顧
問
の
知
念
朝
正
は
、
昭

和
十
一
年
～
十
二
年
の
守
礼
門
修
理
に
も
携
わ
っ
た
「
宮
大
工
」
で
あ
る
。

屋
号
は
神
里
（
カ
ン
ザ
ト
ゥ
）
で
、
伊
江
御
殿
の
分
家
筋
と
い
わ
れ
る
の
で
、

宜
野
湾
御
殿
に
移
る
前
か
ら
こ
の
邸
宅
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
改

築
は
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
八
日
の「
手
立
式
」（
テ
ィ
ン
ダ
テ
ィ
）に
始
ま
り
、

す
べ
て
の
作
業
を
終
え
る
翌
年
の
三
月
三
日
の
「
改
築
落
成
御
祝
儀
」
ま
で
、

約
一
年
を
費
や
し
て
完
成
に
こ
ぎ
着
け
た
。「
記
録
」
に
あ
る
一
連
の
工
程
や

儀
式
の
様
子
か
ら
、
宜
野
湾
御
殿
の
邸
宅
の
間
取
り
だ
け
で
な
く
、
建
築
儀

礼
の
内
容
や
尚
琳
の
交
際
を
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。【
史
料
Ⓓ
】

む
す
び
に

宜
野
湾
御
殿
関
係
資
料
の
主
に
「
記
録
」
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
そ

の
記
述
か
ら
宜
野
湾
御
殿
に
お
け
る
家
政
組
織
及
び
邸
宅
の
変
遷
を
確
認
す
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る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
首
里
当
蔵
の
邸
宅
に
つ
い
て
は
そ
の
修
築
工
事

や
祝
宴
に
関
す
る
状
況
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
以
外
の
資
料
に
関
し
て
も
尚

琳
男
爵
家
（
宜
野
湾
御
殿
）
の
経
済
状
況
が
確
認
で
き
る
資
料
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
資
料
を
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
近
代
沖
縄
の
華
族
の
動
向
が

う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

引
用
史
料

【
史
料
Ⓐ
】

同
年
［
明
治
十
三
］
十
月
首
里
役
所
よ
り
達
に
依
り
左
の
通
り
桃
原
村
役
場

を
経
て
届
書
差
出
候
事

　
　
　
　

所
有
地
届

一
、
屋
敷
地　

九
百
七
拾
九
坪
二
分
四
リ
七
モ
九
シ
五
十

右
明
治
八
年
亥
三
月
七
日
旧
藩
主
よ
り
譲
受

　

首
里
桃
原
村

一
、
屋
敷
地　

百
拾
七
坪

右
ハ
明
治
十
一
年
寅
八
月
十
九
日
儀
保
村
九
十
四
番
地
安
仁
屋
政
良
ヨ
リ

買
受

右
通
売
渡
候
儀
相
達
無
之
候

　
　

首
里
儀
保
村
九
十
四
番
地
士
族

　
　
　
　
　

売
主　

安
仁
屋
政
良

右
通
宜
野
湾
朝
廣
所
持
ニ
相
達
無
之
候
也

　

明
治
十
三
年
十
月

　
　

持
主
宜
野
湾
朝
廣
上
京
ニ
付
代
理

　
　

首
里
儀
保
村
百
五
十
一
番
地
内

　
　

第
一
号
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　

譜
久
村
安
品

　
　

首
里
桃
原
村
五
十
四
番
地
士
族

　
　
　

朝
廣
親
戚　

玉
川
朝
常

首
里
役
所

【
史
料
Ⓑ
】

此
下
四
條
松
山
御
殿
ヘ
拝
領
御
［
被
カ
］
仰
付
候
付
申
二
月
七
日
彼
御
殿
大

親
渡
名
喜
親
雲
上
請
取
書
表
差
上
候
段
在
東
京
豊
見
山
親
雲
上
迠
申
越
候
事

　
　
　
　

御
屋
敷
坪
高
〆

宮
平
親
雲
上
よ
り
御
買
入
差
上
表

一
、
屋
敷
四
百
七
拾
八
坪
七
分
五
厘

浦
添
御
殿
よ
り
御
買
入
右
同

一
、
同
弐
百
七
拾
坪
七
分
五
厘

　
　
　

内
百
弐
拾
坪
風
水
山

御
同
所
よ
り
御
買
入
証
據
表

一
、
同
拾
壱
坪
四
分
九
厘
七
毛
九
シ
五

玉
川
御
殿
よ
り
御
買
入
ノ
内

一
、
同
弐
百
拾
八
坪
弐
分
五
厘

　
　
　

同
八
拾
四
坪
四
分
九
厘
村
風
水
山

【
史
料
Ⓒ
】
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一
、
明
治
二
十
三
年
寅
二
月
赤
平
村
五
十
七
番
地
家
屋
敷
内
間
親
方
よ
り
左

の
通
御
買
入
相
成
候
事

一
、
屋
敷
千
拾
八
坪
弐
分
五
厘

　

一
、
建
物
弐
百
七
坪
七
分
五
厘

　
　
　

右
代
金
参
千
円
に
て
御
買
入

一
、
同
年
旧
八
月
十
三
日
仮
移
転
被
遊
候
事

【
史
料
Ⓓ
】

当
家
ノ
建
物
ハ
古
ク
年
数
三
百
五
十
余
年
ヲ
経
タ
ル
頗
ル
古
式
ノ
建
築
ニ
シ

テ
風
通
シ
採
光
ノ
具
合
悪
シ
ク
保
健
衛
生
上
不
適
当
ナ
ル
ヲ
以
テ
今
般
改
築

仰
付
ケ
ラ
レ
建
坪
数
モ
現
在
ノ
百
九
十
余
坪
ヲ
百
三
十
余
坪
ニ
縮
少
設
計
セ

ラ
レ
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ノ
吉
日
ヲ
撰
ビ
手
立
式
ヲ
挙
行
セ
ラ
ル
時

間
ハ
午
前
十
時
同
日
午
前
九
時
御
神
檀
ヲ
当
分
ノ
間
新
御
殿
ニ
御
安
置
ノ
タ

メ
御
移
転
申
シ
上
グ

一　

昭
和
十
三
年
五
月
一
日

　

本
日
午
後
五
時
柱
立
及
ビ
棟
上
ノ
儀
式
ヲ
挙
行
ス

　
　

左
ノ
御
品
ヲ
供
ヘ
卯
、
子
ノ
方
向
ヘ
向
ツ
テ
大
工
総
代
玉
城
仁
王
礼
拝

　
　

ス

　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
扇
子　
　
　

二
本　
　

一
、
昆
布　
　
　
　

三
ハ

　
　

一
、
筆　
　
　
　

二
本　
　

一
、
炭　
　
　
　
　

三
切

　
　

一
、
墨　
　
　
　

二
本

　
　

一
、
白
紙　
　
　

二
帖

　
　

一
、
御
神
酒

　
　

一
、
御
米　
　
　

九
合

　
　

一
、
銭　
　
　
　

七
銭

　
　

一
、
麻
苧

　
　

一
、
塩

昭
和
十
三
年
五
月
七
日

好
天
続
キ
ト
大
工
ノ
熱
心
ニ
恵
マ
レ
工
事
意
外
ニ
進
捗
ス　

依
ツ
テ
明
八

日
ノ
葺
日
ノ
御
祝
ヲ
一
日
繰
上
ゲ
本
七
日
ニ
挙
行
セ
ラ
ル　

十
二
時
ニ
葺

肴
ト
シ
テ
ウ
ン
ブ
シ
ニ
御
飯
ヲ
一
同
ニ
振
舞
フ　

晩
時
間
後
七
時
丗
分
頃

ヨ
リ
大
工
瓦
葺
工
人
夫
一
同
ヘ
御
祝
ト
シ
テ
簡
単
ナ
ル
会
席
ヲ
振
舞
フ

席
上
蓄
音
器
ヲ
持
チ
出
シ
カ
ギ
ヤ
デ
風
節
ヲ
三
度
演
奏
ス　

九
時
半
頃
一

同
散
会
ス

五
月
八
日

本
日
ハ
葺
日
ノ
日
ナ
リ
午
後
一
時
半
瓦
葺
大
工
仲
松
三
郎
甍
ノ
上
ニ
御
供

物
（
柱
立
ノ
時
ト
同
様

）
ヲ
供
ヘ
祈
願
ス
コ
レ
ヲ
以
テ
葺
日
ノ
儀
式
終
了
ス

六
月
廿
八
日　
　

本
御
殿
工
事
落
成
ス
但
シ
御
玄
関
及
ビ
応
接
間
ノ
一
部
工 

　
　
　
　
　
　
　

事
残
ル

六
月
廿
九
日　
　

午
後
五
時
半
御
神
檀
ヲ
御
移
転
申
上
グ

　
　
　
　
　
　
　

本
御
殿
工
事
落
成
首
尾
御
祝
ト
シ
テ
簡
単
ナ
ル
美
御
茶 

　
　
　
　
　
　
　

請
ヲ
御
神
檀
ニ
差
上
グ

　
　
　
　
　
　
　

晩
ハ
落
成
兼
慰
労
ノ
意
味
デ
大
工
瓦
葺
工
塗
工
人
夫
一
同 

　
　
　
　
　
　
　

ヲ
辻
ニ
招
待
シ
祝
宴
ヲ
張
ル

八



七
月
三
日　
　
　

本
御
殿
工
事
落
成
シ
一
段
落
ツ
キ
シ
ニ
ヨ
リ
工
事
顧
問
知 

　
　
　
　
　
　
　

念
朝
正
ニ
御
品
料
ト
シ
テ
金
弐
拾
円　

大
工
統
領
玉
城
仁 

　
　
　
　
　
　
　

応
ニ
金
拾
円
被
下
ル

七
月
十
二
日　
　

御
玄
関
及
ビ
応
接
間
ノ
工
事
落
成
ス

七
月
十
三
日
ヨ
リ
十
四
日
十
五
日
十
六
日
ノ
四
日
間
盆
ニ
付
工
事
休
業
ス

七
月
十
九
日　
　

午
前
十
時
御
火
神
ヲ
仮
御
台
所
ニ
御
移
転
申
上
グ

　
　
　
　
　
　
　

御
床
及
ビ
關
帝
聖
君
ヲ
本
御
殿
大
広
間
御
床
ニ
御
移
転
申 

　
　
　
　
　
　
　

上
グ

　
　
　
　
　
　
　

本
日
ヨ
リ
御
内
原
取
毀
工
事
始
ム

七
月
廿
四
日　
　

本
日
午
後
七
時
御
内
原
取
毀
全
部
終
了
ス

今
回
ノ
工
事
ニ
関
シ
テ
ハ
御
玄
関
土
間
ノ
モ
ザ
イ
ツ
ク
タ
イ
ル
張
リ
及
ビ
応
接

間
ノ
模
様
設
計
ニ
関
シ
テ
ハ
專
ラ
事
務
員
山
里
朝
安
ノ
考
ヘ
ヲ
取
入
レ
タ
リ

七
月
廿
六
日　
　

本
日
御
内
原
設
計
図
决
定
ス

八
月
廿
日　
　
　

本
日
ノ
吉
日
ヲ
卜
シ
御
内
原
柱
立
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
（
但
シ

　
　
　
　
　
　
　

形
式
ニ
柱
四
本
立
ツ
）

八
月
廿
三
日　
　

本
日
総
柱
立
ヲ
行
フ

七
月
廿
二
三
日
頃
ヨ
リ
降
リ
出
シ
タ
雨
ハ
殆
ン
ド
毎
日
降
リ
続
キ
八
月
ニ
入

リ
テ
モ
止
マ
ズ
為
メ
ニ
工
事
モ
予
定
ノ
如
ク
進
捗
セ
ズ
甚
ダ
遺
憾
ノ
至
リ
ナ
リ

八
月
廿
五
日
ヨ
リ
晴
レ
上
ル

八
月
三
十
日　
　
本
日
ハ
御
内
原
葺
日
ノ
御
祝
ナ
リ
十
二
時
ニ
葺
肴
ト
シ
テ 

　
　
　
　
　
　
　

ウ
ン
ブ
シ
ニ
御
飯
ヲ
一
同
ニ
振
舞
フ
晩
ハ
御
祝
ト
シ
テ
大 

　
　
　
　
　
　
　

工
瓦
葺
工
及
ビ
人
夫
一
同
ヘ
簡
単
ナ
ル
会
席
ヲ
振
舞
フ

八
月
丗
一
日　
　

御
火
神
仮
御
台
所
ヨ
リ
本
御
台
所
ヘ
御
移
転
申
上
グ

九
月
十
八
日　
　

御
台
所
落
成
ニ
付
本
日
仮
御
台
所
ヨ
リ
本
御
台
所
ヘ
移
転 

　
　
　
　
　
　
　

シ
炊
事
一
切
ヲ
行
フ

昭
和
十
三
年

九
月
廿
三
日　
　

御
内
原
落
成
ス　

御
内
原
ノ
一
部
移
転
ス

　
　
　
　
　
　
　

但
シ
御
二
階
ハ
完
成
セ
ズ

十
月
八
日　
　
　

本
日
新
御
殿
ノ
一
部　

四
畳
半　

便
所　

廊
下　

湯
殿
ノ

　
　
　
　
　
　
　

取
毀
工
事
ヲ
始
ム

十
月
十
八
日　
　

本
日
ヨ
リ
新
御
殿
八
畳
間
六
畳
間
ノ
移
転
工
事
開
始
ス

十
月
廿
日　
　
　

沖
縄
神
社
祭
ニ
付
工
事
休
業
ス

十
月
廿
二
日　
　

本
日
晩
迠
ニ
新
御
殿
移
転
工
事
終
了
ス

十
月
廿
四
日　
　

新
御
殿
後
ノ
御
座
八
畳
六
畳
ノ
柱
立
ヲ
行
フ

十
月
廿
九
日　
　

本
日
ハ
新
御
殿
葺
日
ナ
リ
晩
ハ
葺
肴
ト
シ
テ
ウ
ン
ブ
シ
ニ 

　
　
　
　
　
　
　

御
飯
及
ビ
簡
単
ナ
ル
会
席
ヲ
一
同
ニ
振
舞
フ

十
一
月
廿
四
日　

前
ノ
事
務
室　

宿
直
室　

下
代
部
屋
ノ
設
計
図
本
日
决
定

　
　
　
　
　
　
　

ス

十
二
月
八
日　
　

御
二
階
落
成　

新
御
殿
後
ノ
二
御
座
落
成

十
二
月
十
一
日　
本
日
午
後
五
時
御
床
并
ビ
關
帝
聖
君
ヲ
御
二
階
ニ
御
移
転
申 

　
　
　
　
　
　
　

上
グ

十
二
月
十
二
日　

前
ノ
柱
立
ヲ
行
フ

十
二
月
十
五
日　

本
日
ハ
前
葺
日
ナ
リ
葺
肴
ト
シ
テ
十
二
時
ニ
大
工
及
ビ
人 

　
　
　
　
　
　
　

夫
一
同
ニ
ウ
ン
ブ
シ
ニ
御
飯
ヲ
振
舞
フ

九



十
二
月
三
十
日　

年
末
ニ
付
本
日
ヨ
リ
一
月
五
日
迠
工
事
休
業
ス

都
合
ニ
ヨ
リ
一
日
繰
上
ゲ
一
月
五
日
ヨ
リ
工
事
始
ム

昭
和
十
四
年
一
月
五
日　

本
日
ヨ
リ
工
事
開
始
ス

一
月
十
三
日　
　

前
ノ
事
務
室　

宿
直
室　

下
代
部
屋　

玄
関　

本
日
全
部 

　
　
　
　
　
　
　

落
成
ス

　
　
　
　
　
　
　

但
シ
ガ
ラ
ス
障
子　

御
玄
関
ノ
格
子
戸
等
ノ
製
作
残
ル

昭
和
十
四
年
一
月
三
十
一
日

ガ
ラ
ス
障
子　

御
玄
関
ノ
格
子
戸
製
作
及
ビ
各
所
ノ
小
修
繕
モ
終
リ
間
堂
ノ

建
合
ハ
シ
ヲ
ナ
シ
本
日
無
事
総
落
成
ヲ
ナ
ス

午
後
五
時
一
同
紀
念
撮
影
ヲ
行
フ
大
工
一
同
并
ビ
ニ
人
夫
其
レ
ニ
工
事
従
業

員　

工
事
委
員
安
次
富
寛
容
氏　

工
事
顧
問
知
念
朝
正
氏
モ
加
入
ス
晩
ハ
落

成
慰
労
宴
ヲ
催
ス
盛
会
ヲ
極
メ
午
後
十
時
頃
散
会
ス

落
成
御
祝
儀
ハ
総
御
首
尾
ノ
御
祈
願
等
ヲ
終
エ
改
メ
テ
御
日
取
ヲ
决
定
ノ
上

召
行
ハ
セ
ラ
ル
ヽ
由

尚
ホ
大
工
并
ビ
人
夫　

工
事
顧
問　

工
事
委
員
ニ
左
記
之
通
リ
御
品
料
被
下

［
略
］

昭
和
十
四
年
二
月
九
日

改
築
工
事
モ
全
部
落
成
セ
シ
ニ
ヨ
リ
残
余
ノ
古
材
木
及
ビ
障
子
戸　

古
板　

丸
太
等
其
々
必
要
ノ
分
ダ
ケ
残
シ
残
余
ハ
御
売
却
ノ
方
針
ニ
テ
古
材
木
価
額

鑑
定
協
議
会
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
統
領
玉
城
仁
應　

工
事
顧
問
知
念
朝
正　

工
事

委
員
安
次
富
寛
容　

会
計
主
任
山
里
朝
安
立
会
ヒ
其
々
価
額
决
定
ニ
ツ
キ
協

議
ヲ
ナ
シ
午
後
七
時
頃
散
会
ス

改
築
後
残
余
ノ
古
材
木　

古
板　

古
瓦　

古
釘
売
却
代

　
　
　

総
計
金
壱
百
八
拾
九
円
七
拾
銭
也

二
月
十
二
日　
　

本
日
午
前
十
時
御
不
動
ヲ
御
殿
ノ
西
方
ニ
御
移
転
申
上
グ

二
月
十
三
日　
　

落
成
後
ノ
総
片
付
ケ
モ
済
ミ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
本
日
ヨ
リ
大
工 

　
　
　
　
　
　
　

玉
城
仁
應　

玉
城
亀
十
両
人
引
取
ル　

大
工
ハ
二
月
十
二

　
　
　
　
　
　
　

日
迠
出
勤
ス

二
月
十
四
日　
　

御
殿
落
成
ニ
付
総
御
首
尾
ノ
拝
ミ
行
ハ
セ
ラ
ル

二
月
十
五
日　
　

改
築
工
事
中
久
シ
ク
閉
門
セ
シ
御
本
門
ハ
工
事
落
成
シ
其 

　
　
　
　
　
　
　

後
片
付
ケ
モ
済
ミ
昨
日
総
御
首
尾
ノ
拝
ミ
モ
終
了
シ
タ
ル 

　
　
　
　
　
　
　

ニ
ヨ
リ
十
二
ヶ
月
振
リ
デ
本
日
ヨ
リ
開
門
サ
ル

三
月
三
日　
　
　

改
築
工
事
ノ
後
片
付
ケ
モ
済
ミ
総
御
首
尾
ノ
拝
ミ
モ
終
了 

　
　
　
　
　
　
　

シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
本
日
ノ
吉
日
ヲ
卜
シ
テ
改
築
落
成
御
祝
儀 

　
　
　
　
　
　
　

ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
午
後
六
時
ヨ
リ
御
客
ヲ
御
招
待
申
ス

　
　
　
　
　
　
　

当
日
ノ
御
膳
部
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
　

一
折　
カ
ス
テ
ラ　

カ
マ
ボ
コ　

小
天
ぷ
ら　

ミ
ノ
ダ
ル　

昆
布
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
牛
芳
［
蒡
］　

青
天
水
寒　

花
生
丸　

花
い
か

　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
カ
ラ
シ
汁
）
伊
江
小
ヘ
注
文

　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
ド
ロ
ワ
カ
シ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
ア
ー
サ
イ
リ
チ
）
伊
江
小
ヘ
注
文

　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
砂
糖
豆
）

　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
ヌ
タ
ウ
サ
チ
）

一
〇



　
　
　
　
　
　
　

一
小
皿
（
酢
ノ
リ
・
ユ
バ
・
玉
子　

味
増
［
噌
］
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　

一
御
吸
物　

ソ
ー
メ
ン
吸
物　

中
味
吸
物

　
　
　
　
　
　
　

一
御
飯　
　

御
汁
（
細
豆
腐
）　

筝
［
笋
］
寒
（
御
小
煮
）

　
　
　
　
　
　
　
　

御
皿
（
カ
チ
合
ヘ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
一
番
御
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
番
御
客
膳
部

　
　
　
　
　
　
　

一
折　
カ
ス
テ
ラ　

カ
マ
ボ
コ　

テ
ン
プ
ラ　

ミ
ノ
ダ
ル　

昆
布
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
牛
芳
［
蒡
］　

青
天
水
寒
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表 1　宜野湾御殿関係資料目録

①宜野湾御殿に関する記録

1 記録　尚琳家　同治 7（明治元年）～昭和 20 年

2 萬づ控帳　昭和 12 年頃～ 20 年頃

②宜野湾御殿の予算に関する記録

3 明治三十九年度　歳入出予算書　尚琳家

4 明治四十二年度　歳入出予算書　男爵尚琳家

5 明治四十三年度　歳入出予算書　男爵尚琳家

6 昭和七年度　諸経費金受拂簿　会計係

7 昭和八年八月 勧銀支店ヨリ御借入金ニ関スル書類様式 尚琳家

8 昭和十四年度　御資本台帳

③宜野湾御殿の財産に関する証券通帳関係

9

財産目録収入表封筒入り
-1 御財産目録　昭和 16 年
-2 収入表　昭和 16 年
-3 沖縄興業銀行ニ関スル書類
-4 不動産

10

一冊綴り
-1 甲種国債利子領収の書式
-2 甲種登録　昭和 2 年
-3 国債利子領収書　昭和 18 年

11

株式会社沖縄興業銀行株券封筒入り
-1 出資證券
-2 貯蓄債券
-3 国債貯金通帳
-4 普通貯金通帳
-5 特別当座預金通帳
-6 こども銀行貯金通帳

④宜野湾御殿の邸宅の図面

12 宜野湾御殿の邸宅図面
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表 2　当主の経歴と家政職の任職
当主 当主の経歴 日付 家政職名 人名

明治元年 尚寅御屋嘉 豊見山親雲上安春

明治 3 年 尚寅お側遣 上間里之子正蕃

尚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅

明治 8 年尚寅宜野湾間切地頭職及び知行高 300 石

明治 8 年

尚寅御物大親 譜久村親雲上安品

尚寅御物筆者

尚寅庫理役人

尚寅仮庫理役

勘定人

明治 12 年 5 月 27 日尚寅廃藩置県により上様（尚泰）随行。

明治 12 年 5 月 27 日 上様御随行
御屋嘉 豊見山親雲上

上様御随行
御側遣 上間里之子

上様御随行
御側遣 伊地子

外城 宮城

明治 18 年 6 月朔日上様、一時帰国につき尚寅一時帰国

明治 18 年 6 月朔日 御本手御物構加勢 山里子（朝由）

明治 19 年～ 23 年６月まで書面紛失

明治 23 年 大親 豊見山親雲上

大親足 松村親雲上（松村真信）

御本手方加勢 伊志嶺朝敦

大親足 勝連親雲上（勝連朝良）

明治 24 年 12 月 12 日尚琳出生

明治 25 年 6 月朔日 御本手方加勢 真玉橋子（朝寛）

明治 25 年 7 月 御付 伊志嶺子

明治 25 年 9 月 御本手方加勢足 渡口子（真陳）

明治 27 年 10 月 大親足 伊志嶺親雲上（朝常）

明治 29 年６月 30 日尚寅特旨を以て華族に列せらる。従五位

明治 30 年 3 月 大親足 勝連親雲上（勝連朝良）

明治 30 年 11 月 大親足 島袋慶厚

明治 30 年尚寅整理公債７千円を宮内省より御下賜

明治 33 年 5 月 豊見山親雲上安春死去

明治 34 年尚泰薨去により帰沖。首里赤平の閑居

明治 35 年尚寅特旨を以て御昇位正五位。

明治 36 年 12 月尚寅御世襲財産創設願御認可

明治 37 年 3 月 大親 比屋根安栄

明治 38 年３月 22 日尚寅ご逝去。従四位。

尚
　
　
琳

明治 38 年４月 14 日家督相続尚琳。従五位。
明治 39 年から大正４年まで記事は別冊記録。
大正６年 12 月 26 日、尚琳御昇位正五位。

大正 8 年 1 月 2 日 伊志嶺朝敦死去

大正 9 年 2 月 22 日 給仕 宮城次郎

大正 9 年 3 月 6 日 事務員 嘉陽田朝盛

大正 9 年 3 月 31 日 事務員 渡口真陳病気辞職

大正 9 年 4 月 10 日 事務員 安次富寛容辞職

大正 10 年 4 月 27 日 事務員 幸地良利
大正 10 年８月３日　尚琳様首里市会一級議員にご当選
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当主 当主の経歴 日付 家政職名 人名

尚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳

大正 10 年 9 月 16 日 給仕 山川朝儀

大正 10 年 10 月 10 日 小湾御別荘御番 比嘉榮仁

大正 11 年３月 11 日奥様御分娩御男子誕生（尚義清）

大正 11 年 7 月 15 日 事務員 奥原政訓

大正 11 年 12 月 御側 照屋朝功、宮城次郎

大正 11 年 11 月 10 日 職員待遇規定を設ける

大正 12 年６月 19 日　尚昌様薨去７月６日旦那様御上京につき宮城次郎御随行。随行の際の規定。

大正 13 年 事務員 奥原政訓辞職

大正 13 年 照屋長功、宮城次郎

大正 13 年 8 月 給仕 宮城牛吉依願退職

大正 13 年 8 月 30 日 給仕 照屋三良

大正 13 年 8 月 20 日 比屋根安栄、山里朝由、真玉橋朝寛

大正 13 年 10 月 2 日 家扶 比屋根安榮病気辞職

大正 13 年 10 月 11 日 家扶 山里朝由

大正 14 年 1 月 14 日尚琳様　従四位の御叙位

昭和 6 年 5 月 14 日 事務員 照屋朝功依願退職

昭和 6 年 6 月 1 日 事務員 池原良清

昭和８年２月１日　尚琳様　正四位に叙せらる

昭和 8 年 7 月 21 日 家職 真玉橋朝寛死去

昭和 10 年７月１日　尚トシ子様ご逝去。２日にご葬儀

昭和 10 年 7 月 10 日 事務員 宮城次郎死去

昭和 10 年 8 月 1 日 事務員 山里守吉

昭和 11 年 3 月 31 日 下代 石川松　依願退職

昭和 11 年 5 月 1 日 下代 金城廣徳

昭和 12 年 7 月 1 日 事務員 山里守吉　依願退職

昭和 12 年 7 月 1 日 事務員 山里朝安

昭和 12 年 下代 金城廣徳　依願退職

昭和 12 年 下代 仲程牛

昭和 14 年 4 月 1 日 家扶 山里朝由　退職

昭和 14 年 4 月 1 日 下代 比嘉太郎　退職

昭和 14 年 6 月 下代 照屋武太

昭和 14 年 7 月 下代 仲程牛　依願退職

昭和 14 年 10 月 4 日 下代 比嘉亀

昭和 17 年２月 16 日尚琳様従三位宣下

昭和 17 年 8 月 17 日 事務員 池原良清　依願退職

昭和 17 年９月 30 日義清様第 2 早稲田高等学院修了　同年 10 月 1 日　早稲田大学商学部に入学

昭和 18 年２月 14 日義清様　喜屋武元持二女静子様とご婚約。

昭和 18 年 9 月 1 日 山里朝安　依願退職

昭和 18 年 10 月 12 日義清様御結婚。
昭和 18 年 11 月３日義清様学徒臨時徴兵検査第二乙種に合格。第一補充兵として 12 月１日入営。
昭和 18 年 11 月 25 日　学徒入営兵出発。熊本西部 24 部隊に入営。

昭和 19 年 4 月 23 日 給仕 島袋美代　退職

昭和 19 年 6 月 27 日 給仕 石川千代　

昭和 19 年 12 月 20 日 宮里マカト　退職
昭和 20 年２月 15 日　戦局の進展緊迫化しつつあるに鑑み、琳、ツル熊本へ疎開。
２月 20 日熊本着。４月 15 日に葦北軍湯浦村宮崎洗馬方に移転。
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1. 図面（宜野湾御殿の邸宅）
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